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令和5年6月たなぐら議会だより　（2）（3）　令和5年6月たなぐら議会だより

新型コロナウイルス感染症対応新型コロナウイルス感染症対応

◇
令
和
４
年
度
棚
倉
町
一
般
会
計
補

正
予
算

　

事
務
事
業
等
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
う
補
正
で
、地
方
消
費
税
交
付
金
、

法
人
事
業
税
交
付
金
及
び
雑
入
等
の

増
額
補
正
。

◇
令
和
４
年
度
棚
倉
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
補
正
。

◇
令
和
４
年
度
棚
倉
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
補
正
。

◇
棚
倉
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
令
和
５
年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
、令
和
６
年
度
町
民
税
の
森

林
環
境
税
徴
収
等
に
伴
う
改
正
、固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
の
改
正
、軽

自
動
車
税
の
環
境
運
用
基
準
の
変
更

に
伴
う
改
正
及
び
納
税
環
境
整
備
に

係
る
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

伴
う
税
条
例
の
改
正
。

◇
棚
倉
町
道
路
占
用
料
等
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、県
の
道
路
占
用
料

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
町
の
道
路
占

用
料
に
つ
い
て
改
正
。

◇
棚
倉
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う

課
税
限
度
額
の
改
正
及
び
低
所
得
者

の
軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得

の
算
定
方
法
の
改
正
並
び
に
、前
年

分
所
得
の
確
定
に
伴
う
本
算
定
に
基

づ
き
税
率
等
を
改
正
。

◇
棚
倉
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
資
金
貸
付
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

こ
の
基
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
が
、コ
ロ
ナ
関
連
の
融
資
を

受
け
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
融
資
の
財
源

と
し
て
創
設
し
た
が
、当
初
の
役
割

を
終
了
し
た
も
の
と
し
て
条
例
を
廃

止
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
緊
急
経
済
対
策
支
援
事
業
費

７
，０
０
５
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
高
や
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

町
内
店
舗
を
対
象
と
し
て
使
用
で
き

る「
た
な
ぐ
ら
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」を

１
人
当
た
り
５
千
円
交
付
す
る
。

◎
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

  

３
，８
１
４
万
円

　

令
和
５
年
度
で
住
民
税
が
非
課
税

等
に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、１
世
帯

当
た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
。

◇
棚
倉
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２
５
１
万
円
増
額

　

主
な
内
容
は
、歳
入
は
国
民
健
康

保
険
税
の
本
算
定
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
税
及
び
繰
越
金
な
ど
の
増
額
補

正
、歳
出
は
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
等
を
増
額
補
正
。

◇
棚
倉
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
　
　
　
　
　
　
　

 

７
１
５
万
円
増
額

　

主
な
内
容
は
、工
事
請
負
費
で
棚

倉
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
掻
き
寄
せ

機
減
速
機
更
新
工
事
の
工
法
変
更
に

よ
る
増
額
補
正
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　
定
例
会
６
月
会
議
は
、
６
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
の

会
議
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
の
議
案
な
ど

を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
へ
９
件
の
事
業
を
繰
越
し

　
令
和
４
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
へ
繰
越
し
て
実
施
す
る
事
業
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

  

１
億
３
，９
３
８
万
円
増
額

６月補正後の予算額

一　般　会　計

国民健康保険

公共下水道事業

１億 3,938 万円

251万円

715万円

71億 2,238 万円

12億 5,296 万円

３億 1,466 万円

（１万円未満切捨て）

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

特 

別 

会 

計

■ 公共下水道事業特別会計

■ 一般会計
令和５年度繰越し事業

4,052万円

6,433万円

3,500万円

2,010万円

8,672万円

4,800万円

2,313万円

2,522万円公共下水道事業費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

災害復旧費

新型コロナウイルスワクチン接種事業費

ふくしま森林再生事業費

社会資本整備総合交付金事業費

道路メンテナンス補助事業費

街なみ環境整備事業費

学校施設維持管理費

補助文化財施設災害復旧費

公共下水道事業費

■ 農業集落排水事業特別会計
6,671万円農業集落排水事業費 農業集落排水事業費

6
令和5年
定例会

月会議 緊急経済対策支援事業予算などを可決

補
正
予
算

専
決
処
分
の
報
告

主
な
条
例
の
一
部
改
正
等

（１万円未満切捨て）



令和5年6月たなぐら議会だより　（4）（5）　令和5年6月たなぐら議会だより

　
１
，
５
０
０
万
円
以
上
の
土
地
の
売

却
と
バ
ス
の
購
入
及
び
、
５
，
０
０
０

万
円
以
上
の
工
事
の
請
負
契
約
を
結
ぶ

た
め
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
土
地
の
処
分

　
舘
ヶ
丘
地
内
の
沈
砂
池
を
埋
め
立

て
た
町
有
地
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る

企
業
か
ら
事
業
拡
張
に
伴
い
当
該
土

地
を
購
入
し
た
い
旨
の
申
し
出
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
売
却
す
る
。

〇
売
却
価
格１

６
，
２
４
６
，
７
３
２
円

〇
契
約
の
相
手
方

　
埼
玉
県
川
口
市
中
青
木
４
ー
14
ー
11

　
　
東
洋
シ
ャ
フ
ト
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役　

 

黒
田　
正
敏

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
契
約
締
結

　
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し
、
新
た
に
29

人
乗
り
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
２
台
購

入
す
る
。

〇
契
約
金
額　
　

 

１
，
８
１
５
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　
棚
倉
町
大
字
流
字
屋
中
田
55
番
地
１

　
　
株
式
会
社
シ
ー
ズ
オ
ー
ト

　
　
　
代
表
取
締
役　

 

髙
橋　
幸
喜

◇
棚
倉
町
文
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
改

修
工
事
請
負
契
約
締
結

　
施
設
の
損
耗
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

長
寿
命
化
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
、

令
和
５
年
度
、
６
年
度
の
継
続
事
業

と
し
て
取
り
組
む
。

〇
契
約
金
額
６
億
５
，
７
８
０
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　
白
河
市
新
白
河
一
丁
目
73
番
地

　
　
三
金
興
業　
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役　

 

金
子　
芳
尚

◇
棚
倉
運
動
広
場
大
規
模
改
修
工
事
請

負
契
約
締
結

　
排
水
施
設
を
中
心
と
し
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
造
成
と
夜
間
照
明
設
備
の
更
新

工
事
な
ど
を
行
う
。

〇
契
約
金
額
２
億 
３
，
０
４
５
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
南
町
20
番
地

　
　
藤
田
建
設
工
業　
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
藤　
勇
雄

◎
陳
情
書　
国
に
対
し
、
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の

延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

■
提
出
者

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
会　
　

 

代
表　
阿
部　
伸

◎
陳
情
書　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
提
出
陳
情
書

■
提
出
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連

合
会
東
白
川
地
区
連
合
会

議
長　
鈴
木　
隆

◎
陳
情
書　
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護

士
連
絡
会
の
不
当
な
声
明
に
対
す
る

陳
情

■
提
出
者

信
教
の
自
由
を
護
る
福
島
県
民
の
会

白
河
支
部
長　
瀧
波　
宏
行

◎
要
望
書　
棚
倉
町
議
会
議
員
定
数
削

減
を
求
め
る
要
望
書

■
提
出
者

　
代
表
者　

 
寺
山
区
長　
石
井　
義
紀

外
４
名

◎
棚
倉
町
農
業
員
会
委
員
の
任
命

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

土
地
の
処
分
及
び
契
約
締
結
の
議
決

人 

事 

案 

件

陳
　
　
情

高　
萩　
幸　
一  

氏

根　
本　
秀　
男  

氏

稲　
川　
清　
一  

氏

草　
野　
勇　
助  

氏

須　
藤　
芳　
浩  

氏

緑　
川　
利
喜
男  

氏

秋　
山　
勝　
康  

氏

星　
　
　
　
　
實  

氏

渡　
邉　
秀　
行  

氏

金　
澤　
俊　
夫  

氏

鈴　
木　
敏　
夫  

氏

藤　
田　
監　
次  

氏

齋　
藤　
　
　
登  

氏

沼　
野　
謙　
一  

氏

垂　
石　
み
わ
子  

氏

（
花　
園
）

（
日
向
前
）

（
小
菅
生
）

（　
堤　
）

（
玉　
野
）

（
山　
際
）

（
強　
梨
）

（
寺　
山
）

（
下
山
本
）

（
八　
槻
）

（
八　
槻
）

（
中
山
本
）

（　
流　
）

（
岡　
田
）

（
中
山
本
）

国民健康保険税が改正されました国民健康保険税が改正されました
（1） 地方税法施行令の改正に伴い、後期高齢者支援金等分の課税限度額を20万円

から22万円に引き上げ。
（2） 低所得者に対し軽減する判定所得について、被保険者数に乗ずる額を5割軽減

基準については28万5千円から29万円に、２割軽減基準については52万円か
ら53万5千円に引き上げる。

（3） 前年分所得の確定に伴い、応益・応能によって負担する所得割等の国民健康保
険税率の改正並びに低所得者の軽減措置対象者の応益分税額を改正する。

【 用語解説 】
※１　医 療 分 ➡ 主に医療給付などに充てられるための保険税
※２　後期高齢者支援金分 ➡ 75歳以上の後期高齢者医療制度を支援するための保険税
※３　介 護 分 ➡ 被保険者の40歳から65歳未満に課税される保険税

● 国保税率

● 年間平均保険税

令和4年度 令和5年度 比　　　較

医 療 分

後期高齢者支援金分

介 護 分

※1

※2

※3

所 得 割
均 等 割
平 等 割
限 度 額
所 得 割
均 等 割
平 等 割
限 度 額
所 得 割
均 等 割
平 等 割
限 度 額

 5.60％
19,300円
13,200円
650,000円
 2.70％
9,300円
6,400円

200,000円
 1.85％
8,600円
4,000円

170,000円

 5.92％
19,300円
13,000円
650,000円
 2.80％
9,200円
6,200円

220,000円
 1.87％
8,800円
4,200円

170,000円

0.32 ％
　0円

△200円
0円

0.10％
△100円
△200円
20,000円
0.02％
200円
　200円

0円

改正内容

令和4年度 令和5年度 比　　　較

医 療 分

後期高齢者支援金分

介 護 分

合 算 額

1世帯あたり
1 人 あ た り
1世帯あたり
1 人 あ た り
1世帯あたり
1 人 あ た り
1世帯あたり
1 人 あ た り

70,773円
44,328円
32,765円
20,523円
21,959円
20,127円
125,497円
84,978円

71,717円
45,924円
33,645円
21,545円
23,287円
21,034円
128,649円
88,503円

944円
1,596円
880円
1,022円
1,328円
907円
3,152円
3,525円



町政を問う町政を問う

令和5年6月たなぐら議会だより　（6）（7）　令和5年6月たなぐら議会だより

一般質問 棚 倉 町 政 を 問 う棚 倉 町 政 を 問 う

1 割栢 義夫 議員 ………… 7ページ
1. 一人暮らしの高齢者対策は
2. ３歳児健診で弱視の早期発見の取り組みは

2 藤田 光子 議員 ………… 8ページ
1. 旧棚倉高校跡地について県の説明は
2. 空き家バンク事業の取り組みは
3. 赤館公園の整備環境は

3 菊池 忠二 議員 ………… 9ページ
1. 町道等のアスファルト舗装の条件は
2. ルネサンス棚倉の今後の修繕、改修計画は
3. 農業者への物価高騰対策は

4 古市 泰久 議員 ………… 10ページ
1. 防犯カメラの設置状況は
2. 学校給食費無償化の考えは
3. 返済不要の給付型奨学金制度の検討は

5 藤田 智之 議員 ………… 11ページ
1. 町内の防犯カメラの設置状況は
2. 新築住宅補助金の廃止の理由は
3. 子どもたちの視力低下の原因は
4. 町職員のハラスメント対策は

6 佐川 裕一 議員 ………… 12ページ
1. 国・県道の道路行政を問う
2. 企業誘致、創業支援を問う
3. 観光への取り組みを問う
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自
治
会
に
見
守
り
活
動
の
お
願

い
を
す
る
こ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
番
身
近
な
地
域

の
方
が
気
付
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
な
ど
も
調
査
研
究
し
な
が

ら
体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
弱
視
に
対
す
る
家
庭
へ
の
啓
発

は
。

　
　
　
　
乳
児
家
庭
の
全
戸
訪
問
や
乳

幼
児
健
診
に
お
い
て
、
視
力
の
発
達
に

関
す
る
情
報
提
供
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
る
。

　
　
　
屈
折
検
査
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
カ
メ
ラ
型

屈
折
検
査
機
器
を
導
入
し
、
簡
易
検
査

で
は
見
逃
さ
れ
や
す
い
弱
視
な
ど
の
早

ス
を
提
供
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
孤
独
死
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
の

対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
近
所
の
方
な
ど
か

ら
の
通
報
で
警
察
や
町
に
連
絡
が
入
り

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
の
訪
問
や
、
緊
急
通
報
装
置
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
一
命
を
と
り
と
め
た
例
も
あ

る
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対
策
は

問答
支
援
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
実
施

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
ま
で
回
復

で
き
る
の
か
、
ま
た
実
態
の
把
握
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
８
歳
ぐ
ら
い
ま
で

は
視
力
が
回
復
す
る
発
達
時
期
の
た

め
、
早
期
発
見
の
取
り
組
み
が
大
事
で

あ
る
。過
去
３
年
間
の
屈
折
検
査
で
は
、

18
名
の
方
が
精
密
検
査
と
な
り
、
治
療

が
開
始
さ
れ
た
方
は
11
名
。

　
　
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
調
査
の

実
施
と
、
過
去
３
年
間
の
人
数
は
。

　
　
　
　
民
生
児
童
委
員
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
等
実
態
調
査
を
実
施
。

　
令
和
２
年
は
４
３
１
人
、
令
和
３
年

は
５
１
４
人
、令
和
４
年
は
５
０
９
人
。

　
　
　
高
齢
者
へ
の
支
援
内
容
と
、
周

知
方
法
は
。

　
　
　
　
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
や
配

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
広
報
紙
や
行
政
区
加
入
世
帯
へ

の
チ
ラ
シ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

し
、
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　
近
年
の
孤
独
死
の
事
例
は
。

　
　
　
　
正
確
な
人
数
の
把
握
は
困
難

だ
が
、
令
和
２
年
か
ら
４
年
に
か
け
て

３
件
。

　
　
　
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
む

け
、
地
域
で
支
援
員
の
育
成
は
。

　
　
　
　
民
生
児
童
委
員
に
対
す
る
研

修
や
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
の
サ
ー
ビ

問

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

町
長

問町
長

問

問

健
康
福
祉
課
長

問

問問町
長

町
長

地域で見守る高齢者

問町
長

問町
長

３歳児健診視力測定

割栢  義 夫
わり　  がや         よし      お

問答
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
専

用
機
器
を
用
い
た
検
査
を

実
施

３
歳
児
健
診
で
弱
視
の
早

期
発
見
の
取
り
組
み
は
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看
板
設
置
の
検
討
は
。

　
　
　
　
設
置
場
所
、
デ
ザ
イ
ン
、
見

や
す
さ
、
多
言
語
表
記
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
土
地
を
購
入
し
整
備
す
る
考
え

は
。

　
　
　
　
公
園
と
し
て
利
用
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
、
清
算
法
人
新
町
組
か

ら
寄
附
し
た
い
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
棚
倉
町
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
中
で
管
理

棟
や
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
改
修
を
計
画

し
て
い
る
。

　
　
　
町
民
有
志
が
、
赤
館
山
を
後
世

に
残
そ
う
と
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
新

町
組
か
ら
の
申
し
出
を
有
効
に
い
た
だ

い
て
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
登
録
及
び
利
用
の
流
れ
は
。

　
　
　
　
利
用
希
望
者
情
報
に
登
録
申

請
の
後
、
町
か
ら
福
島
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
を
紹
介
し
、
賃
貸
契
約
や
売

買
契
約
と
な
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
登
録
件
数
と
利
用

件
数
は
。

　
　
　
　
現
在
の
登
録
件
数
は
３
件
、

契
約
件
数
は
８
件
。
相
談
案
件
や
抹
消

を
含
め
累
計
で
は
16
件
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
登
録
さ
れ
た
建
物
の
維
持
管
理

は
。

　
　
　
　
建
物
の
所
有
者
や
管
理
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
方
が
行
っ
て
い
る
。

旧
棚
倉
高
校
跡
地
に
つ
い
て
県
の
説
明
は

問答
譲
与
条
例
の
対
象
に
該
当
し
な
い

　
　
　
　
赤
館
花
見
山
を
つ
く
る
会
が

で
き
た
こ
と
は
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

る
。
町
道
の
上
部
分
を
無
償
で
公
園
と

し
て
借
り
て
お
り
、
残
り
の
土
地
に
つ

い
て
は
立
木
が
あ
っ
た
た
め
、
新
町
組

で
処
分
を
し
た
方
が
い
い
の
で
な
い
か

と
話
を
し
て
き
た
と
私
は
理
解
し
て
い

る
。

　
今
後
は
国
の
指
定
を
求
め
史
跡
調
査

も
行
っ
て
お
り
、官
民
併
せ
た
計
画
で
、

観
光
資
源
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
県
の
説
明
を
受
け
た
後
の
町
と

し
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
県
有
施
設
の
整
備
又
は
県
に

お
い
て
の
有
効
活
用
、
福
島
県
立
高
校

の
統
合
等
に
伴
う
空
き
校
舎
の
譲
与
に

関
す
る
条
例
と
同
様
の
支
援
を
願
う
た

め
県
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
提
出
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
要
望
書
提
出
に
対
し
、
県
の
対

応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
教
育
庁
か

ら
、
今
後
、
課
題
解
決
の
た
め
に
情
報

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
の
話
で
あ
っ

た
。

　
　
　
県
に
対
し
、
町
と
し
て
の
考
え

を
ま
と
め
、
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
内
容
を
持
っ
て
交
渉
す
る
た
め
に

も
、
今
こ
そ
協
議
の
出
来
る
場
を
立
ち

上
げ
る
時
と
思
う
が
。

　
　
　
　
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
色
々

な
方
法
が
あ
る
と
思
う
の
で
今
後
、
何

ら
か
の
形
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問

産
業
振
興
課
長

　
　
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
障
が

い
者
や
高
齢
者
が
雨
や
雪
の
と
き
に

困
っ
て
い
る
が
、
近
く
に
駐
車
場
整
備

の
考
え
は
。

　
　
　
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
前
と
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
正
面
玄
関
前
に
合
計
６
台
分
を
確

保
し
て
お
り
、
新
た
に
整
備
す
る
計
画

は
な
い
。

　
　
　
宿
泊
棟
の
縮
小
計
画
は
。

　
　
　
　
計
画
は
し
て
い
な
い
。

　
　
　
分
割
し
て
委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
指

定
管
理
者
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
が

施
設
運
営
し
て
い
る
の
で
、
分
割
し
て

委
託
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
施
設
利
用
者
の
ご
意
見
箱
を
設

置
し
て
要
望
に
応
え
て
は
。

　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
要
望
や
意
見
を
収
集
し
て
お
り
、

町
へ
意
見
が
あ
っ
た
際
に
は
、
連
絡
調

整
会
議
で
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

て
い
る
場
所
も
あ
る
。
町
道
で
な
い
私

道
に
お
い
て
も
原
材
料
等
の
支
給
に
よ

り
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
の
方
も
高
齢
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
住
民
の
要
望
に
で
き
る

だ
け
耳
を
傾
け
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
町
民
の
要
望
に
は
し
っ
か
り

と
耳
を
傾
け
、
で
き
る
こ
と
は
支
援
し

て
い
く
。

町
道
等
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
条
件
は

問答
総
合
的
に
判
断
し
実
施
計
画
で
検
討

　
　
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

券
を
町
の
予
算
で
発
行
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
手
法
も

含
め
て
調
整
会
議
で
議
論
し
て
い
く
。

　
　
　
商
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
は
。

　
　
　
　
全
町
民
に
対
し
て
、
た
な
ぐ

ら
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
こ
と

で
、
町
内
で
の
消
費
喚
起
を
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
道
な
ど
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
に
な
る
た
め
に
利
用
者
人
口
を
考
慮

す
る
の
か
。
ま
た
、
振
興
計
画
に
基
づ

く
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
町
道
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
優
先
順
位
を
決
め
る
条
件
は

な
い
が
、
整
備
の
必
要
性
を
総
合
的
に

判
断
し
、
振
興
計
画
実
施
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
が

通
行
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
材
料

支
給
で
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。

　
　
　
関
口
字
一
本
松
地
内
は
、
な
ぜ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
昭
和
49
年
に
宅
地
分
譲
を

目
的
と
し
た
道
路
と
し
て
、
県
か
ら
許

可
を
受
け
た
位
置
指
定
道
路
（
私
道
）

で
あ
る
た
め
、
原
材
料
支
給
で
整
備
を

支
援
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
道
路
は
、永
久
に
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
に
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
町
道
に
お
い
て
も
、
未

だ
未
舗
装
で
、
地
域
の
方
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
原
材
料
支
給
で
対
応
し

問

問
農
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対

策
は

答
適
正
な
支
援
を
検
討
し
て

い
く

地
域
創
生
課
長

町
長

問町
長

問問

問

町
長

町
長

問

問

町
長

問町
長

問町
長

問町
長

問

赤館公園

町
長

問町
長

問町
長

町
長

問問 町
長

問町
長

問町
長

問問町
長

問
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
取

り
組
み
は

答
空
き
家
等
情
報
活
用
制
度

要
綱
に
基
づ
い
て
対
応

藤田  光 子
ふじ　　た　　　　みつ　　こ

整
備
課
長

問答
お
お
む
ね
10
年
の
改
修
計

画
を
作
成
し
毎
年
度
予
算

計
上

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
今
後

の
修
繕
、改
修
計
画
は

関口字一本松地内の
位置指定道路（私道）

計画的に改修するルネサンス棚倉

菊池  忠 二
きく　   ち           ちゅう     じ

問
赤
館
公
園
の
整
備
環
境
は

答
施
設
の
整
備
改
修
等
を
計

画
し
て
い
る
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保
護
者
の
評
価
を
得
て
な
い
と

は
理
解
で
き
な
い
。
実
施
し
た
政
策
に

対
し
て
分
析
し
、
評
価
を
確
認
す
る
こ

と
は
、
次
の
政
策
を
打
ち
出
す
大
事
な

こ
と
。
な
ぜ
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
の
方
か

ら
直
接
的
な
声
が
町
に
届
い
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
政
府
か
ら
、
異
次
元
的
少
子
化

対
策
の
素
案
が
発
表
さ
れ
た
。
学
校
給

食
費
の
無
償
化
は
近
い
将
来
に
実
施
さ

れ
る
と
私
は
考
え
る
。
町
に
お
い
て
は
、

一
日
も
早
い
実
施
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
給
食
法
に

給
食
費
は
保
護
者
負
担
と
う
た
っ
て
い

る
。

　
　
　
福
島
県
内
で
、
給
食
費
無
償
化

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
23
カ
所
あ

る
。
文
部
科
学
省
も
推
奨
し
て
い
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
対
応
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
価
高
騰
に
伴

う
補
填
で
あ
り
、
給
食
費
を
無
償
化
す

る
交
付
金
で
は
な
い
。

　
　
　
給
食
費
の
２
割
削
減
や
幼
稚
園

の
副
食
費
免
除
等
に
つ
い
て
保
護
者
の

反
応
と
評
価
は
。

　
　
　
　
　
保
護
者
か
ら
の
意
見
は
特

に
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

問答
役
場
ほ
か
公
共
施
設
等
17
カ
所
に
設
置

　
　
　
大
学
等
卒
業
後
、
地
元
に
就
職

す
れ
ば
返
済
不
要
の
安
定
型
奨
学
金
制

度
は
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て

は
。

　
　
　
　
今
の
状
況
に
合
わ
せ
て
検
討

し
、
見
直
し
も
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
計
画
は
。

　
　
　
　
各
施
設
の
利
用
状
況
を
見
な

が
ら
増
設
を
検
討
す
る
。

　
　
　
青
色
回
転
灯
装
備
車
（
通
称
青

パ
ト
）
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
対
策

は
。

　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
て
町
内

を
巡
回
し
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
有
効
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　
防
犯
電
話
機
の
貸
出
し
や
購
入

に
係
る
補
助
金
制
度
の
考
え
は
。

　
　
　
　
町
独
自
の
貸
出
し
や
補
助
金

制
度
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
が
、
公

益
社
団
法
人
福
島
県
防
犯
協
会
連
合
会

に
お
い
て
、
65
才
以
上
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
を
対
象
に
警
告
機
能
付
電
話
録
音

機
の
無
料
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

問

問

町
長

問

問

町
長

問町
長

問町
長

れ
に
代
わ
る
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

若
い
世
代
へ
は
県
補
助
金
を
活
用
し
て

棚
倉
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

に
よ
り
支
援
。
新
た
な
支
援
は
国
・
県

補
助
等
の
有
利
な
財
源
が
確
保
で
き
る

場
合
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
一
般
住
宅
で
の
維
持
や
補
修
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
助
に
取
り

組
む
考
え
は
。

　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
。

　
　
　
県
で
は
、
多
世
代
同
居
・
近
居

推
進
事
業
に
対
す
る
補
助
金
が
あ
る
。

こ
の
制
度
の
案
内
や
、
町
と
し
て
上
乗

せ
す
る
補
助
制
度
を
検
討
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
支
援
制
度
を

調
査
し
た
い
。

　
　
　
国
の
制
度
で
、
窓
の
断
熱
改
修

補
助
な
ど
も
あ
る
。
国
・
県
の
事
業
の

推
進
や
活
用
、Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
県
か
ら
の
案
内
も
活
用

し
な
が
ら
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

防
犯
対
策
だ
け
で
な
く
観
光
政
策
と
し

て
も
考
え
た
い
。

　
　
　
人
口
減
少
対
策
や
経
済
活
性
化

策
と
し
て
定
住
促
進
へ
の
住
宅
政
策
が

重
要
だ
が
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
子
育
て
世
代
定
住
促
進
新
築

住
宅
補
助
金
の
廃
止
理
由
は
検
証
の
結

果
、
定
住
促
進
の
効
果
が
低
い
た
め
そ

町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

問答
町
の
設
置
以
外
は
把
握
し
て
い
な
い

よ
り
周
知
し
た
い
。

　
　
　
児
童
・
生
徒
の
視
力
低
下
が
進

ん
で
い
る
と
の
調
査
が
あ
る
が
、
現
状

と
対
応
は
。

　
　
　
　
　
視
力
が
悪
い
な
ど
の
理
由

で
希
望
が
あ
れ
ば
、
座
席
の
位
置
を
前

に
し
て
対
応
。

　
子
ど
も
た
ち
の
視
力
低
下
の
原
因
は

多
様
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
使
用
も
そ

の
原
因
の
一
つ
。
家
庭
で
の
デ
ジ
タ
ル
端

末
機
使
用
の
ル
ー
ル
を
通
知
し
て
い
る
。

　
　
　
近
年
、
地
方
に
お
い
て
も
強
盗
、

特
殊
詐
欺
事
件
等
が
発
生
し
、
犯
罪
抑

止
、
解
決
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
活
躍
し
て

い
る
。当
町
で
の
設
置
、活
用
の
状
況
は
。

　
　
　
　
町
が
設
置
し
た
以
外
の
個
人

や
民
間
事
業
所
等
が
設
置
し
た
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
把
握
を
し
て
い
な

い
。
警
察
や
町
民
か
ら
の
設
置
の
要
請

も
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。
町
の
施
設
に

は
庁
舎
を
は
じ
め
学
校
な
ど
合
計
45
台

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
設
置
費
用
は
一

台
30
万
円
程
度
。

　
　
　
町
主
導
で
町
内
事
業
所
等
に
お

願
い
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考

え
は
。

　
　
　
　
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
等
へ

の
設
置
の
有
効
性
は
認
め
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
管
理
者
が
行
う
べ
き
で
町
が
主

導
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
他
町
村
の
例
を
参
考
に
設
置
の

推
進
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
効
果
は
認
識
し
て
い
る
。
ど

こ
に
誰
が
付
け
る
か
の
整
理
が
必
要
。

問

教
育
長

古市  泰 久
   ふる     いち　　　やす　 ひさ

町が所有の青色回転灯装備車

問
学
校
給
食
費
無
償
化
の
考

え
は

答
現
行
制
度
を
維
持
し
て
い

く

問
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学

金
制
度
の
検
討
は

答
今
後
、
必
要
に
応
じ
検
討

し
て
い
く

教
育
長

教
育
長

子
ど
も
教
育
課
長

問子
ど
も
教
育
課
長

問子
ど
も
教
育
課
長

町
長

問町
長

問町
長

問町
長

問

問

問

問町
長

問
新
築
住
宅
補
助
金
の
廃
止

の
理
由
は

答
検
証
の
結
果
、
効
果
が
低

い

問
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
は

答
防
止
対
策
の
た
め
の
基
本

方
針
を
策
定
し
て
対
応

問
子
ど
も
た
ち
の
視
力
低
下

の
原
因
は

答
デ
ジ
タ
ル
端
末
も
原
因
の

一
つ

地
域
創
生
課
長

整
備
課
長

藤田  智 之
ふじ      た           とも     ゆき

町施設の防犯カメラ
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一般質問 棚 倉 町 政棚 倉 町 政 一般質問を 問 うを 問 う一般質問 棚 倉 町 政棚 倉 町 政 一般質問を 問 うを 問 う
　
　
　
棚
倉
町
独
自
の
交
流
人
口
獲
得

の
施
策
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
へ
の
誘
客

や
、
川
越
市
、
横
浜
市
鶴
見
区
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
文
化
の
鑑
賞
、
ま
つ
り
事
業
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
わ
く
わ
く
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
、
紫
陽
花
手
水
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
実
施
し
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
交
流
人
口
獲
得
の
た
め
の
各
種

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援
は
。

　
　
　
　
地
域
活
性
化
や
地
域
の
課
題

解
決
を
目
的
と
す
る
事
業
に
対
し
、
棚

倉
町
地
域
創
成
推
進
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
に
基
づ
き
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　
　
商
店
会
や
各
地
区
が
開
催
し
て

い
る
祭
り
に
対
し
、
支
援
を
受
け
る
た

め
の
条
件
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
棚
倉
町
ま
つ
り
事
業
費
補
助

金
等
の
交
付
等
に
関
す
る
要
綱
に
基
づ

き
、
商
工
会
な
ど
の
団
体
が
行
う
ま
つ

り
事
業
に
対
し
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　
　
き
ぎ
ょ
う
支
援
事
業
補
助
金
と

は
。

　
　
　
　
「
起
業
・
創
業
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
町
内
に
お
い
て
、
新
た

に
店
舗
等
を
構
え
、
起
業
・
創
業
を
す

る
方
に
対
し
て
、
最
大
で
30
万
円
、
ま

た
、「
企
業
オ
フ
ィ
ス
開
設
等
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
本
社
等
が

な
い
企
業
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
、
本
社
等
の
拠
点
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
最
大
で
１
０
０

万
円
を
補
助
す
る
制
度
、
い
ず
れ
も
、

そ
の
施
設
等
の
整
備
に
要
す
る
改
修
費

や
備
品
購
入
費
な
ど
に
対
し
て
補
助
す

る
制
度
。

　
　
　
町
企
業
立
地
用
適
地
等
情
報

デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
と
は
。

　
　
　
　
町
内
で
未
利
用
と
な
っ
て
い

る
、
主
に
宅
地
や
雑
種
地
で
３
，
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
、
及
び

延
床
面
積
１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
家
屋
等
の
情
報
を
収
集
し
、
町

内
に
工
場
・
店
舗
等
事
業
所
を
新
た
に

開
設
、
増
設
及
び
移
設
し
よ
う
と
す
る

方
に
、
情
報
を
提
供
す
る
事
業
。

　
　
　
　

　
　
　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
棚

倉
駅
の
観
光
で
の
利
活
用
は
。

　
　
　
　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
Ｐ
Ｒ
に

国
・
県
道
の
道
路
行
政
を
問
う

問答
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る

つ
い
て
は
、
東
白
川
地
方
自
転
車
活
用

推
進
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
町

と
東
白
川
郡
を
周
知
し
て
い
く
。
棚
倉

駅
の
利
活
用
は
、
今
後
は
町
観
光
協
会

と
の
協
働
に
よ
り
、
写
真
展
示
を
予
定

し
て
お
り
、
よ
り
本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
史
跡
や
観
光
地
に
向
か
う
交
通

手
段
対
策
は
。

　
　
　
　
タ
ク
シ
ー
運
賃
定
額
の
た
め

の
補
助
等
は
考
え
て
い
な
い
が
、
町
内

の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
史
跡
や
観
光
の
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
の
連
携
を
図
り
、

観
光
客
の
移
動
が
円
滑
と
な
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

　
　
　
県
道
黒
磯
棚
倉
線
の
整
備
予
定

は
。

　
　
　
　
毎
年
、
福
島
県
県
南
建
設
事

務
所
と
の
連
絡
調
整
会
議
や
、
黒
磯
・

棚
倉
・
い
わ
き
間
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
に
よ
る
要
望
活
動
に
お
い
て
、

栃
木
、
福
島
両
県
に
対
し
、
道
路
の
状

況
や
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
早

期
整
備
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
未
舗
装

箇
所
の
整
備
は
。

　
　
　
　
道
路
ご
と
の
整
備
の
必
要

性
、
緊
急
性
、
利
用
状
況
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、
振
興
計
画
実
施
計
画
に
て

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
町
道
風
呂
ヶ
沢
桧
木
線
に
係
る

道
路
整
備
は
。

　
　
　
　
　
　
当
該
路
線
に
つ
い
て

は
、
原
材
料
の
支
給
や
機
械
に
よ
る
路

面
の
不
陸
整
正
等
に
よ
り
維
持
管
理
を

し
て
い
る
が
、
一
部
区
間
に
お
い
て
狭

あ
い
な
箇
所
や
湧
水
等
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問

　
　
　
棚
倉
中
学
校
の
通
級
指
導
教
室

設
置
の
展
望
は
。

　
　
　
　
　
福
島
県
教
育
長
に
対
し
、

特
別
支
援
教
育
等
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
、
人
数
の
推
移
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　
　
法
律
で
13
人
に
１
人
の
教
員
の

加
配
と
聞
く
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る

が
、
今
回
の
要
望
で
は
13
人
に
満
た

な
く
て
も
加
配
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
も
棚
倉
中
学
校
に
通
級

指
導
教
室
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
生
徒

が
い
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
３
名
の
生
徒
が
入
学
し
、

　
　
　
商
工
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、

町
が
も
っ
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
事
業
を
構
築
す
る
段
階
で
、

相
談
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
協
力
で
き
る

と
思
う
。

　
　
　
民
と
官
一
緒
に
事
業
構
築
す
る

場
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
早
い
段
階
か
ら
担
当
課
と
打

合
せ
、
話
し
合
い
が
出
来
れ
ば
可
能
だ

と
思
う
。

交
流
人
口
獲
得
の
施
策
は

問答
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
等
多
岐
に
わ
た
り
実
施

現
在
は
通
常
学
級
で
授
業
を
受
け
て
い

る
が
、
教
師
同
士
の
情
報
共
有
を
図
り

対
応
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　
通
級
指
導
教
室
を
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
実
践
か
ら
は
ど
う
い
う
対
応
を
し

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
棚
倉
町
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
は
、
社
会
的
、
職
業
的
に
自
立
す
る

た
め
に
必
要
な
資
質
、
能
力
を
身
に
付

け
る
事
で
、
通
級
指
導
教
室
も
同
じ
と

考
え
て
い
る
。

問 町
長

問町
長

問

問町
長

問町
長

問町
長

問町
長

より一層の整備が期待される
町道風呂ケ沢桧木線

春に行われたサイクルトレインイベント

問
企
業
誘
致
、創
業
支
援
を

問
う

答
今
年
度
よ
り
新
た
な
補
助

制
度
を
創
設

問
観
光
へ
の
取
組
み
を
問
う

答
観
光
客
の
移
動
が
円
滑
と

な
る
よ
う
支
援

佐川  裕 一
  さ      がわ         ゆう    いち

町
長

問町
長

問町
長

問

問

町
長

問町
長

問町
長

紫陽花手水
あじさいちょうず

問答
中
学
校
の
通
級
指
導
教
室

が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
生

徒
の
対
応
は

情
報
共
有
を
図
り
空
き
教

室
等
を
利
用
し
対
応
を
講

じ
て
い
る

教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

棚倉町のキャリア教育を
まとめた書籍

大竹  盛 栄
おお　  たけ         もり    えい

整
備
課
長
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◇主な実績 （　　）内前年比◇利用総額
宿泊、研修室、クアハウス、プール
などの利用者から納入された総額 13,358万円

◇雑収入
　 町からの指定管理料 6,270万円

◇町内業者からの仕入れ状況
　 食材及び燃料等 3,906万円

◇開催した主なイベント
　 食品加工イベント 他

　町が出資している法人・団体である、株式会社ルネサンス棚倉、一般財団法人棚倉町活性化協会、
白河土地開発公社から、令和４年度における経営状況が報告されました。
　なお、株式会社ルネサンス棚倉における経営状況は次のとおりとなっています。

宿泊延べ人数 17,151人
（8,386人増）

売 上 高 18,728万円
（6,285万円増）

当期純損失額 1,630万円
（3,800万円減）

累 積 赤 字 額 3億2,882万円
（1,630万円増）

・健康とスポーツリゾートとしてのサービスを強化し、快適に滞在していただけるよう、サービス向
上に努める。

・営業黒字化を目指すため、新５カ年計画を基に売り上げ３億円を達成する。

数値目標
売 　 上 　 高：3億円
経 常 利 益：700万円
宿 泊 者 数：2万6,000人

経営状況報告

株式会社ルネサンス棚倉

令和5年度事業計画

事業報告書・損益計算書より

福
島
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
６
月
27
日
、
福
島
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
広
報
編
集

常
任
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
員
活
動
報
告

福島県町村議会議長会表彰
　去る、令和５年６月５日、福島県町村議会議長会定期総会において、議員と
して20年以上在職し功労のあった方が特別功労者として及び、11年以上在
職し功労のあった方が自治功労者として表彰されましたので、今定例会６月
会議において表彰伝達式が行われました。

受賞者   和知 良則 議員

特別功労者表彰

受賞者（左側から）  近藤 正光 議員、古市 泰久 議員、須藤 俊一 議員
　　　　　　　　  蛭田 卓雄 議員、佐藤 喜一 議員

自治功労者表彰

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、
須
藤
議
長

が
東
白
川
郡
の
要
望
を
発
表
し
ま
し
た
。
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発
行
責
任
者
／
議
長
 須
藤
 俊
一
　
編
集
／
棚
倉
町
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

〒
963-6192 福

島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
中
居
野
33

☎（
0247） 33

-7
8
8
2
  FA

X（
0247）3

3
-3
7
15

人を・心を・時をつなぐたなぐらまちに
　　　　　 　　　　　　住む皆様にご意見、ご感想を伺いました。
人を・心を・時をつなぐたなぐらまちに
　　　　　 　　　　　　住む皆様にご意見、ご感想を伺いました。

言わせて
一言

第30回

　
私
は
、
棚
倉
町
消
防
団
に
平
成
４
年
に
入

団
し
、
平
成
22
年
か
ら
副
団
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
訓
練
や
、
救
助
訓
練
等
を
行
い
、
火

災
、
風
水
害
等
に
よ
る
消
防
活
動
、
地
域
の

防
災
活
動
な
ど
、
約
30
年
消
防
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
団
員
は
、
自
営
業
、
会
社
員
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
待
ち
な
が
ら
、
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
消
防
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
火
災
時
に
は
消
火
活
動
や
、
地
震
、
台
風

な
ど
の
災
害
時
に
は
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
後
は
、
消
防
団
員
数
を
維
持
す

る
こ
と
が
大
変
で
あ
り
ま
す
。
消
防
団
員
が

減
少
す
る
こ
と
は
、
地
域
防
災
力
の
低
下
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
棚
倉
町
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
団
員
一
丸
と
な
り
、
町

の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
仲
間

の
入
団
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議会モニター

中
居
野
に
お
住
ま
い
の

沼
田 

賢
次
さ
ん

岡
田
に
お
住
ま
い
の

生
方 

美
千
雄
さ
ん

　
私
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
岡

田
営
農
団
地
の
会
長
を
５
期
目
よ
り
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
国
及
び
地
方
自
治
体
に
よ
る
支

援
で
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
け
る

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
、
平
成
12
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
岡
田
地
区
で
は
、
平

成
13
年
度
か
ら
区
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
農
業
用
水
路
や
農
道

等
の
維
持
管
理
、
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
の
設

置
、
河
川
の
草
刈
り
、
農
地
の
現
地
確
認
、
農

道
簡
易
舗
装
工
事
、
景
観
形
成
事
業
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
作
付
で
き
る
農
地
を
守
り
、
田
園
の
景

観
維
持
が
で
き
て
お
り
、
共
同
作
業
を
行
う
こ
と

で
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防

ぎ
、
持
続
的
に
農
業
生
産
が
で
き
る
よ
う
今
後

も
制
度
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業

の
維
持
、
発
展
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
奮
闘

し
て
い
た
だ
き
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか
傍聴の手続きは、役場庁舎3階の傍聴席入口で住所と名前を書くだけで、どなたでも傍聴できます。傍聴の手続きは、役場庁舎3階の傍聴席入口で住所と名前を書くだけで、どなたでも傍聴できます。

定例会9月会議日程のお知らせ （予定）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が

５
類
に
移
行
し
、
話
題
も
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
感
染
者
数
が

再
度
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
感
染
防
止
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
、
お
気
を
付
け
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の

皆
様
の
健
康
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
町
と
協
力
し
様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
棚
倉

町
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
報
編
集
常
任
委
員
会
　

　 

　
　
委
員  

佐
川
　
裕
一

広
報
編
集
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

菊
池
　
忠
二

蛭
田
　
卓
雄

佐
川
　
裕
一

大
竹
　
盛
栄

和
知
　
良
則

9月12日（火）本会議 13日（水）・14日（木）一般質問 15日（金）決算特別委員会・本会議

正式日程は、9月上旬開催予定の議会運営委員会で協議されます。


